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研究成果の概要（和文）：本研究では、内的成長や心理的課題解決が競技力向上に果たす心理的機序を明らかにするこ
とを目的に、次の下位研究課題を設定した。（１）内界探索型メンタルトレーニングプログラムの有効性の追試、（２
）チームスポーツへのグループ箱庭の適用、（３）心理療法事例の分析。相談事例の資料より、内的課題解決とパフォ
ーマンス向上が同期することを提示した。また、グループ箱庭における非言語的コミュニケーション体験がフィールド
に般化されることが認められた。これらの研究課題の結果より、内的成長や心理的課題解決により、競技への姿勢や取
り組み方に変化を生み出し、パフォーマンス向上につなげていくことが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarify the mechanism by which psychological grow
th and the resolution of psycho-social tasks lead to performance enhancement. The following three sub-stud
ies were carried out: 1) A re-examination of the effectiveness of our mental training program, 2) The appl
ication of a group sand play technique to team sport players, 3) A review of the psychotherapeutic case hi
stories of a number of athletes. The review of psychotherapeutic-case histories revealed that the resoluti
on of psychosocial conflict coincide with the performance enhancement, and the application of a group sand
 play technique to team sport players showed that the experience of non-verbal communication has an impact
 on the playing field. The results indicate that the psychological growth and the resolution of inner conf
lict bring about changes in athletic attitudes and approaches to athletics, and thus lead to performance e
nhancement.
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１．研究開始当初の背景 
アスリートの実力発揮や競技力向上を目

的としたメンタルトレーニング（以下、MT と
する）では、関連する心理スキルの習得を主
要な介入法として取り組まれてきている。し
かしながら、長期にわたって心理サポートを
展開して行く上で、従来の MT では継続が困
難となり、またサポートできる心理的側面も
現例されてくる。そのような中にあって、本
研究計画者は、内的成長や自己理解の促進に
働きかける「内界探索型メンタルトレーニン
グプログラム」を開発し、その有効性を検討
してきた。また、アスリートの心理療法の経
験から、こころの課題・問題の解決が競技力
向上に繋がる図式的モデル（心理相談におけ
るスポーツ障害の見方＜試案＞）を提示した。
しかしながらそこでは、標準的な MT との比
較から有効性を確認し、また、相談事例より
モデルの妥当性を間接的に裏付けてきたが、
効果機序に関わる実証的説明を十分に行っ
てきてはいなかった。こうした残された課題
に基づく研究計画は、これまでのアスリート
の心理サポートの幅そして深まりをもたら
せ、彼らの現実適応（パフォーマンス向上）
だけでなく、個性化（心理的成長）にも働き
かける視点を加えた心理サポートの有効性
や必要性を実証的に示すことが期待できる。 
 
 
２．研究の目的 
本研究では、アスリートの内的成長や心理

的課題解決が競技力向上に果たす心理的機
序を明らかにすることを目的とする。その目
的を達成するために、主に次の３つの下位研
究課題を設定した。（１）内界探索型メンタ
ルトレーニングプログラムの心理的機序の
検討、（２）チームスポーツへのグループ箱
庭によるグループダイナミックスの変化、
（３）心理相談事例の分析。 
 
 

３．研究の方法 
本研究計画期間中に取り組まれた主な下

位研究課題事に述べる。 
（1）内界探索型メンタルトレーニングプロ
グラムの心理的機序：独自の内界探索型メン
タルトレーニングプログラムに基づき、メン
タルトレーニング講習会（週１回・10 週間・
各２時間）を開催し、各種心理テスト（心理
的競技能力診断検査、風景構成法、競技体験
尺度）、参加者のトレーニング日誌、内省報
告、グループ箱庭作品、等を分析資料として、
有効性を検討した。本プログラムは、共通性
の高いリラクセーション、イメージフィ法の
他に、描画体験、グループ箱庭、ソーシャル
サポートマップ作成、グループ討議より構成
された。 
 
（2）チームスポーツへのグループ箱庭の適
用：２カ年にわたり、ある女子チームスポー

ツ（ スターティングメンバーを介入群、そ
の他のメンバーを統制群）にグループ箱庭を
継続的に適用し、チーム内でのグループダイ
ナミクスの変化について、箱庭作品の変容、
参加者の取り組み状況、内省報告、更に現場
指導者からのチーム状況の変化に関わる情
報収集をはかり、これらの資料を中心に分析、
検討した。 
 
（3）心理療法事例の分析：研究代表者が担
当した終結事例の面接記録を分析、検討した。
その主な相談事例は、「競技意欲の低下を訴
えた女性アスリート」「慢性腰痛により部活
動継続が困難となった事例」「競技環境の変
化に伴いスランプに陥った選手」「ここ一番
という時に爆発的な力を発揮できないと訴
えたアスリート」であった。さらに、４年半
の長期（140 セッション）にわたって継続さ
れた事例においては、クライエントの夢（約
80 個の夢を報告）を中心に内的変化を捉え、
パフォーマンスレベルでの変化との同期に
ついて明らかにした。また、来談時のパフォ
ーマンスの滞り（主訴）における内的体験に
ついて、描画作品（風景構成法）を分析資料
として明らかにした。 
 
 
４．研究成果 
３つの下位研究課題ごとに述べる。 

（1）内界探索型メンタルトレーニングプロ
グラムの心理的機序：これまでに報告してき
たように、各種の心理テストからはおおむね
トレーニング効果を認めた。さらにこの講習
会では、グループ討議を多く採用しているこ
とから、自己理解だけでなく、他者理解の促
進も認められた。また、終了後の内省報告な
らびに期間中に課した日誌等の分析より、講
習会で学んだ技法を競技場面での応用、発展
させており、さらに、自身の中での競技する
ことへの意味の明確化をはかる者も認めら
れた。このように、通常の MT とは異なり、
内的変容を多く引き起こすようである。 
 今後はさらに、こうしたプログラムに基づ
いたメンタルトレーニングが競技現場にど
のように活かされて行くのか、「般化」のプ
ロセスを明らかにするといった新たな課題
が生み出された。 
 
（2）チームスポーツへのグループ箱庭の適
用：２カ年にわたって継続実施された中で、
初年度は、チームのスタッフが交替したり、
主要メンバー間での関係が悪化したりする
などがあった。そのような状況下での箱庭実
施は、チームが抱えた問題や課題解決へのき
っかけを与えたものと考えられた。そして２
年目は、チーム力の安定、強化につながった
と考えられた。その結果、パフォーマンスレ
ベルでの向上も認められた。 
 上述のように、グループ箱庭を適用した２
年にわたる期間、チーム状況が大きく変化



（一年目はチーム内での混乱そしてパフォ
ーマンスの低下が認められ、二年目は、チー
ムとしての凝集性を回復、上昇そして高い競
技成績の実現）した。このような状況を踏ま
えて、本下位研究課題については、「チーム
状況の建て直しに果たしたグループ箱庭体
験の役割」（仮題）といった視点から、投稿
原稿の準備」に取りかかっている。この作業
は、チームスポーツにおけるグループ箱庭の
適用拡大につながるものと思われる。 
 
（3）心理療法事例の分析：来談の主訴とな
った競技場面での問題行動の背景に、心理的
課題が認められ、アスリートはそれらに相談
を通して取り組み、その結果、競技場面での
問題と心理的課題が同期して軽減されてい
ることが認められた。それは、本研究代表者
が先に試論として提示した「心理相談におけ
るスポーツ障害の見方（中込：アスリートの
心理臨床、道和書院、2004）を、相談事例の
分析をとおして支持する結果となった。つま
り、心理相談に訪れるアスリートにおいては、
訴えるスポーツ障害の背景にこころの課
題・問題が認められ、心理相談を通してそれ
らを解決して行くことにより、心理的成長を
果たし、その結果、競技力向上へとつながっ
ていくことが明らかとなった。このようなこ
とから、競技力向上や実力発揮に対して、内
的成長や心理的課題解決を指向した心理サ
ポート（心理療法的アプローチ）の有効性を
明らかにする事が出来た。本下位研究課題に
ついては、成果の一部として、他執筆者の協
力を得る事により、「スポーツカウンセリン
グの現場から」（仮題）と題して平成 27 年春
に図書出版の予定である。  
 また、長期にわたった一事例（「競技期後
半にさしかかったアスリートの事例」）では、
期間中に取り組んだ内的課題（例えば、自立、
アイデンティティ、競技の位置づけ）が変化
していき、終盤では、競技引退の心理的準備
とも取れるような課題を治療者と共有して
いった。相談期間中の内的課題に取り組む事
によって、独自のトレーニング法の確率そし
て、競技面での安定性を増して行った。なお、
本事例については、「夢の治療的位置づけ」
「自分らしさの追求・個性化」「競技引退の
テーマ」といった３つの視点から事例を分析
検討し、「スポーツ精神医学研究」に投稿中
である。 
 
（４）アスリートの原風景の特徴：本研究課
題は、当初、下位研究課題として設定しては
いなかったが、アスリートの内的成長との繋
がりが強いものと考えられ、本研究成果の一
部として加えた。まだそれぞれの研究が学会
大会発表の段階でとどまっており、明確な結
論を導くまでには至っていないが、現時点で
の彼らの競技活動への心理的推進力が、語ら
れる幼少期の記憶からも裏付けられること
が可能のようである。本研究課題については、

引き続き多方面から（例えば、双生児アスリ
ート、元トップアスリート）、検討する予定
である。 
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